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この訓練は、災害時にいかに皆さんを安全に避難させるかという訓練です。 

本日は、まず大切なのは、人員確認と指示が聞ける体制になれるかということです。 

災害発生時にこれを怠ってしまったり、間違ってしまうなどの過ちを重ね、重大な人災となり

更に人の命が失われるという悲惨な事故へとなってしまいます。 

 今日は、雨天の際の訓練で地区別に下校し、自宅に帰宅させるのが一番安全だと想定し、帰宅

させるのですが、本番の場合、様々な条件が重なってきます。 

例えば、今日は、雨に対しての措置として練習しますが、灼熱の太陽の中や雨や雪の中で長時

間、皆さんを集合させなければならないときや、冬の季節で日没が早く、電気が止まると電灯が

つかず暗闇の中の避難かもしれません。 

その都度、臨機応変さが求められながらも、だれ一人けが人を出さないように正確にできなく

ては、なりません。 

 学校で皆さんを留め置く基準の震度５強の地震は、最近、日本中で頻繁に起こっています。そ

の状況で学校に留め置くとき、保護者の皆さんは、自分の子どもが、どこで安全を確保されてい

るのかという情報が最も知りたいところです。 

小学校と中学校で兄弟姉妹が分散されてると、保護者は、その両方で自分の子どもを探さなくて

は、ならないという困難な中での探す、難易度が増します。 

 更に保護者が帰宅難民となり迎えや家に帰れないなども想定されます。 

 今日の訓練は、その始まりであり、今後更に実践的な内容も想定して行わなくては、なりませ

ん。 

 今日の下校時は、多くの人が外で帰宅難民として歩いたり

せず、途中の家屋やブロック塀などが倒壊しているところも想

定していません。更に多くの気づきを予測し、多くのことが想

定されるよう避難で最も簡単な日常の下校から行われます。真

剣に実際に通用する訓練の一歩としてください。 
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防災訓練・集団下校について  １１月２１日校長の話より 

学 校 教 育 目 標 

・進んで学ぶ生徒（知） 

・心豊かな生徒（徳） 

・たくましい生徒（体） 

帰宅難民の様子です 


